
様式第２号（第６条関係）

年 3 月 2 日

２

３

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

・社内文書のペーパレス化
・省エネ活動の推進、原単位1％改善
・産業廃棄物の削減

・4月1日から稟議決裁文書、6月1日公
印捺印簿、7月19日受付文書のﾍﾟｰﾊﾟｰﾚ
ｽ化を実施。ＰＣ使用により会議資料
を削減。
・1月、ﾏｲ箸･ﾏｲｶｯﾌﾟ使用を推奨する文
章を掲示した。在庫消費中のため、完
全廃止に至らなかった。
・四半期毎の省エネ推進会議にて活動
の状況確認を行い、削減活動を進めて
いる。5年平均では1.3％の削減ができ
ている。
・製造に準じた産業廃棄物排出管理を
行い有効利用を促進している.

・会議資料の紙での作成の廃止
　（ｱｼﾞｪﾝﾀﾞのみ、ﾓﾆﾀｰ投影、PCで各
自確認）
・割り箸、紙ｺｯﾌﾟの使用の廃止
　目標：ゼロ、購入しない
・社内文章のペーパーレス化促進
　安否ｺｰﾙの利用
・省エネ活動の推進、省エネ原単位
1％削減の継続
・産業廃棄物の削減
・常時点灯不要な電灯の消灯、人感セ
ンサー対応、大冷蔵庫（庵原）廃止検
討：年間600千円

・交替勤務を工程毎ｸﾞﾙｰﾌﾟ内で時差出
勤し、42時間/月以内で管理する仕組
みを構築した（ﾎﾞﾄﾙ2ﾗｲﾝ）
・有期雇用契約から無期雇用契約社員
へ5名の切替。
・外部委託による主任係長研修の実施
・外国人労働者受入については受入元
の国内情勢悪化のため未達成。
・サンクスカード47件/年の実績あ
り。

・時間外の平準化
・有期雇用社員から正社員への切り替
えの促進
・地域資源を活用した製品の商品化の
推進
・資格取得支援と教育の体系の仕組み
つくり
・外国人労働者の受け入れ
・従業員満足の向上　（サンクスカー
ド他）

・時間外平準化(適正配置人員の確
認）　　　　　　　　・積極的正社員
登用
　目標：派遣２名をｽﾀｯﾌ化実現
・従業員満足の向上(人事課社員面
接）
　2月～実施予定、目標課長以下全社
員
・ｻﾝｸｽｶｰﾄﾞの見直し、ﾂｰﾙとして継続
・社員教育スキームの構築
　ﾐﾂｳﾛｺｸﾞﾙｰﾌﾟとの連携、ｼｽﾃﾑ利用
・外国人就労者関係団体との連絡を密
に、受入態勢の準備

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2022

年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

安心・安全で高品質な食の提供を通じて、全社一丸となり持続可能な社会の実現に貢献する。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

安全・安心な食の提供と、個人の取組みを重ね合わせ、未来の地球に私たちが出来ることを考えて行動し、SDGsのゴールに
向け、一人ひとりが行動することで持続可能な社会の実現を目指します。

目標に関連する取組内容

ゴール 2021 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2022

・工場排水の適正処理
・使用する井戸水の安全性確保と効率
的な使用の促進
・河川、海岸の清掃活動への参加(年2
回）

・庵原工場より市下水に排水される水
は排出基準値以内の水質で処理を行っ
た。
・井戸水の水質は定期検査において飲
用上問題いことを確認している。
・地域環境活動は、新型コロナウイル
スのため、開催が見送りとなり、参加
実績はないが、工場周りの環境整備を
実施した。

・環境関係の推進部署の創設
・地域環境活動への参加継続
・製造工程由来の廃液による排水基準
値逸脱を発生させない。
・工場排水の適正管理継続
・井戸水の安全性確保と効率的な使用
促進の継続

４ 代表者　職・氏名
職　　　　　名

氏　　　　　名

代表取締役社長

2工場

静岡ジェイエイフーズ株式会社

206人

３．製造業業　　　　　種

従業員（構成員）数

大森基靖
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６ ｈttp://www.shizuoka-ja-foods.co.jp
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